









































































▶中国企業経営には CEO（Chief Executive Officer 最高経営責任者），CFO（Chief
Financial Officer最高財務責任），COO（Chief Operating Officer最高執行責任者）、
および株主総会などの役割
▶その他では、企業経営と係わる諸専門資格（例：公認会計士など）の解説
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【図】中国企業を取り巻く主な法規範
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【図】中国企業経営における主な側面
その：業種別企業におけるケーススタディー（図を参照）
各ケーススタディーにおけるポイント：
▶中国の金融業：中国工商銀行、中国建設銀行、中国農業銀行、中国銀行の筆頭株主と
資本金
▶中国の飲食業：中国本土企業青島麦酒は初めて香港で上場した本土企業
▶中国の製造業：ハイアールの経営ノウハウと企業文化
▶中国の IT業：ケイマン諸島で法人登記をし、アメリカで上場を果たしたアリババは
なぜ “中国企業” と認識されるのか
その：トピック＆ディスカッション（図を参照）
講義内容に対する理解を深め、本授業で習得した中国企業における関連法規範の基本知識と企
業経営における基礎知識を活かせるため、受講生たちによるディスカッションを導入する。ケー
ススタディーの対象企業について、受講生同士で各自の考え方を交換し、より広い視野で企業経
営を理解したうえ、中国企業経営の特徴を多元的に捉えることを期待する。また、できれば多言
語によりディスカッションチャンスを受講者に提供したい。
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【図】ケーススタディー：企業リスト（暫定）
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【図】ディスカッションによるアイデアシェア
6. まとめ
上記のような先端的な授業改善に関する実践研究を通じて、研究対象である「中国企業経営」
という授業は従来の教学内容・方式よりもデジタル資料・映像などを用いた教学のほうが受講生
たちにとって修得しやすいことが判明した。
「中国企業経営」における今後の教学において、基礎知識およびケーススタディーにおける教
材・映像・画像の系統化を図りながら、内容をさらに充実させ、受講生同士のトピック＆ディス
カッションにより、アイデアシェアを促し、企業経営に対する多元的な思考力・理解力を培って
いきたい。また、多言語（日本語、中国語、英語）資料を使用するため、十分な解釈を加えられ
るよう改善していく予定である。
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